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１． 研究開発の目的 

本研究開発事業の目的は、伝熱管壁面を恒常的に掻面する事で炭化物の付着成長を防止する「亜臨

界水利用掻面式可溶化装置」を開発する事である。 

従来のメタン醗酵システムは醗酵時間が長く（10～30 日）、醗酵槽が大型化する為に小型化できなかっ

た。これは廃棄物中に醗酵による分解が困難な成分（セルロース等）が存在するためである。これら難分解

物を亜臨界水処理により分解・可溶化することがメタン醗酵装置を小型化するキーテクノロジーである。 

本装置の開発により、従来型メタン醗酵技術の課題であった醗酵時間短縮（5 日程度）及び設置面積小

型化（従来比 2分の 1）を解決した“都市型分散メタン醗酵システム”を構築する事が可能となる。 

２．研究開発の概要 

（１）成果 

本開発事業の目標は、①連続運転による可溶化率 80％ 及び②処理対象物に対応した可溶化処理

条件のモデル化とその検証である。 

①に対しては、 

a) 熱流体解析による熱交換器の流動・伝熱特性の把握：食品廃棄物の設計パラメータ取得 

b) 亜臨界水利用掻面式可溶化装置の設計と装置製作：a)に基づく装置設計 

ｃ) 缶体内壁面の損傷と腐食の分析と対策：連続試験による羽根形状や回転数が及ぼす影響把握 

②に対しては、 

a) 炭化評価パラメータの決定：連続実験での炭化管理指標として利用 

b) 炭化物の付着、成長機構のモデル化：炭化物の付着・成長機構モデル化と、装置設計条件並び

に運転管理指標へのフィードバック 

を行った。 

以上の開発項目により、下表のように開発目標を達成した。 



 

研究開発目標 達成度 

①連続運転による可溶化率 80％ 

 

 

 

②処理対象物に対応した可溶化処理 

条件のモデル化とその検証 

①掻取装置で食品廃棄物の炭化を防ぐことが可

能な亜臨界水利用掻面式可溶化装置を開発し、

模擬厨芥を用いた連続運転（1 ランあたり７日間）

により目標可溶化率（80％以上）を達成した。 

②炭化の進行度を評価する炭化評価指標として

Van Krevelen Diagram の適用が可能であること

を明らかにした。これを基に、炭化物の付着・成

長機構のモデル化を行い、「亜臨界水利用掻面

式可溶化装置」の設計及び運転管理指標にフィ

ードバックした。 

 

（２）今後の展開 

本開発事業に続く開発事業として、 

①「亜臨界水処理に最適なメタン醗酵技術の確立」(シーズ育成タイプ) 

②「商用小型メタン醗酵システムの試作」(実用化実証タイプ) 

を実施する計画である。 

この開発事業での実証を達成し、最終製品である以下の都市型メタン醗酵システムの事業化を進める。 

a) 都市部の食品加工業者向け小型メタン醗酵処理システム 

b) 既存メタン醗酵システムの前処理装置 

これらを合わせた事業開始 5年後売上予測はおよそ 1,500 百万円である。 

 

３．総合所見 

一定の成果は得られており、イノベーション創出が期待される。可溶化の安定運転を達成できたことは大

きな成果で有り、産学一体となった取り組みは評価できる。今後、更なる検討で、発酵を含めた全体プロセ

スとしての技術確立を期待する。 

 


